
サ
カ
ミ

酒
見
羽
咋
制
笛
木
院
に
闘
す
る
部
古
川
。

承
久
三
年
注
加
の
能
管
凶
旧
政
円
録
に
、『
出
来
院
内

酒
見
村
、
試
問
八
段
問
耳
、閉山
保
三
年
立
努
紋
』
と
見

え
る。

岡
山
政
問
録
制
酌
に
、
『
今
も
泊
見
村
あ

o
o
g

木
院
に
殺
す
。
酒
見
は
樹
君
部
氏
の
目
。
し
開
山
か
。』

と
い
う
て
ゐ
る
。

ザ
カ
ミ
ガ
ハ

酒
見
川

源
を
期羽
咋
郡
・風
京
都
の

境
な
る
向
爪
山
に
渡
し
、
市
旅
し
て
酒
兇
に
主
り
、

そ
の
河
口
に
近
づ
〈
に
及
び
、一
一尚
塚
山
の
西
南
路
に

源
を
有
す
る
桁
木
川
を
合
は
せ
、
酒
見
の
南
方
か
ら

海
に
注
ぐ
。
統
桜
一

O
粁。

た
。サ
ガ
ハ
主
力
ナ
ガ
佐
川
高
長

沼郡明
州
安
。
融
制

m信
却
の
衣
子
。
闘
タ
原
戦
後
続
出
し
て
加
賀
に
来

白
、
佐
川
氏
を
日
し
、
前
旧
利
治
か
ら
四
千
五
百
石

を
協
は
っ
て
人
持
組
に
列
し
、
白
川
軍
政
の
女
中
」
室

と
し
た
。
後
大
坂
耐
役
に
従
ひ
、
利
治
の
吹
棋
に
よ

っ
て
二
高
石
を
受
け
、
丹
披
柏
阪
に
封
ぜ
ら
れ
た
。

サ
ガ
ハ
タ
ダ
ス
ケ

佐
川
忠
克

泊
稿
次
郎
兵
衛
。

見
永
三
年
前
出
利
院
に
仕
へ
て
百
石
を
受
け
、
後
利

治
に
叙
し
大
山
田
寺
に
赴
き
、
院
安
四
年
五
十
行
を
噌

L
、
高
泊
三
年
金
保
に
由
っ
て
定
扮
御
府
組
に
列

し
、
寛
文
四
年
授
。
子
Mm
制
曲
嗣
い
で
滞
に
仕
へ
た
。

サ
カ
ハ
ヨ
リ
チ
カ

酒
勾
額
親

鹿
島
川
永
光
寺

記
に
、『
境
内
山
林
者
、
凶
器
之
制
加
廿
川
附
中
川
之
地

問
酒
勾
八
郎
以
腕
之
鏑
女
法
名
目
帖
也
、
夫
信
州
市
川
正
山
町

=
一
郎
滋
野
信
直
川
ハ

-一
、
文
保
允
年
級
品川
た
柑
一品
、
安

端
之
下
文
を
父
、
自
文
之
官
町
匙
献
を
相
一郎
、
被
怒
祭

山
和
向
。
』
と
あ
る
。
額
脱
は
羽
町
制
中
川
村
の
人
で

あ
る
。

ザ
カ
ヒ
プ
ギ
ヨ
ウ
筏
奉
行

越
中
新
川
郡
境
の

閉山
山
奉
行
で
あ
る
。
早
〈
前
回
利
長
の
時
長
谷
川町市

左
衛
門
そ
の
子
長
谷
川
宗
十
郎
な
ど
が
勤
め
た
と
い

ふ
が
、
そ
の
年
且
は
不
明
で
あ
る
。
認
治
二
年
渡
設

入
右
衛
門
が
命
ぜ
ら
れ
て
か
ら一

人
役
と
な
り
、
爾

後
府
組
組
の
士
に
し
て
高
知
な
る
も
の
交
代
し
て
之

に
任
ぜ
ら
れ
た
。

サ
カ
ヒ
ベ
エ
境
兵
衛
羽
咋
制
大
島
の
百
姓
で

天
一
止
十
一
年
前
凶
利
家
の
宿
泊
す
る
所
と
な
り
、
十

七
年
九
且
そ
の
居
間
臨
蚊
四
斗
三
升
間
合
の
地
を
賜
は

旬
、
文
隊
二
年
に
は
共
叡
百
八
十
行
及
び
武
具
等
を

向
削
減
し
た
る
紡
を
大
島
加
よ
り
設
し
、
節
子
次
郎
太

夫
之
が
上
東
と
な
っ
て
、
肥
前
名
泌
屋
の
利
家
の
附

加
に
怠
殺
し
た
。

サ
カ
ヒ
ミ
ヨ
ウ
ジ
ン

窃

明

紳

石

川
端
に
あ
っ

た
。
白
山
犯
の
佐
加
盟
国
の
僚
に
、
『
又
有
二
枇
司
か口=

境
問
制
。
』
と
あ
る
の
で
、
佐
艇
の
米
枇
で
あ
る
と
思

は
れ
る
が
、
そ
の
位
也
は
明
ら
か
で
な
い
。
し
か
し

式
内
容
悩
耐
犯
に
、『境
問
耐
刷
。
河
内
庄
吉
川
川
村
小

豆
祁
銀
座
。
活
枇
也
。
』
と
あ
る
か
ら
、
そ
れ
か
も
知

れ
な
い
。
こ
の
制
な
ら
ば
今
は
八
抑
制
批
と
抑
制
す
る

も
の
で
あ
る
。

サ
カ
ヒ

臨
吉
山
初
谷
内
の
内
の
小
字。

サ
カ
ヒ
ガ
ハ
筑
川

路
島

m.出
到
永
光
守
の
凶

谷
か
ら
渡
し
、
寺
境
を
終
て

ω知
協
に
投
ぐ
。

サ
カ
ヒ
ガ
ハ
境
川

瓜

m
m佐
川
町
制
む
ね
伊
平

か
ら
統
制
で
、
佐
昧
の
抑
に
入
る
。
流
棋
三
科
除
。

ザ
カ
ヒ
セ
キ
シ
ヨ
境
州問
所

越
中
新
川
淵
の
領

罪
の
閥
抗
で
あ
る
。
以
前
か
ら
あ
っ
た
も
の
で
あ
る

が
、
天
正
十
三
年
に
確
況
に
山
岡
田
山
と
構
す
る
よ
と
に

な
っ
た
o
泊
が
町
で
あ
る
か
将
た
村
で
あ
る
か
に
就

い
て
は
、
開山
政
巾
に
穿
間
指
し
た
こ
と
も
あ
る
が
決
し

な
か
っ
た
。

ザ
カ
ヒ
セ
キ
シ
ヨ
サ
ダ
メ
ガ
キ
境
開
所
定
書

一
加
。
越
中
新
川
郡
窃
闘
所
の
定
自
で
、
寛
文
十
一

年
六
且
六
日
附
の
も
の
外
政
践
が
紋
せ
て
あ
る
。

堺

サ
カ

下
右

用
制
作
都
邑
知
院
内
志
却
庄

サ
カ
ヰ
シ
ゲ
主
力
坂
井
箆
脅
大
型
寺
務
士
。

沼
稿
菊
次
郎
。
字
は
子
木
、
梅
原
と
脱
し
た
。

安
永

三
年
生
。
寛
政
八
年
三
且
家
を
裂
ぎ
、
天
保
イ
一
年

m
車
問
所
の
合
顕
示
談
相
手
を
命
ぜ
ら
れ
、
弘
化
四
年

正
且
七
十
四
歳
を
以
て
波
し
た
。
茂
府
内
サ
に
趨
じ
、

特
に
瀞
才
が
あ
っ
て
、
梅
屋
詩
集
を
治
し
た
。

ザ
カ
ヰ
シ
，ケ
ト
モ
援
弁
護
湖

沼
抑
制
宅
次
郎

・

新
左
衛
門
。
延
手
四
年
養
父
知
右
衛
門
茂
行
の
般
百

二
十
石
を
裂
い
で
定
番
御
賂
起
に
列
L
、
貸
出
円
六
年

町
同
心
と
な
り
、
安
永
九
年
五
十
石
を
加
へ
て
奥
御

納
戸
奉
行
に
任
じ
、
天
明
五
年
百
石
を
附
し
て
組
外

務
蹴
に
任
じ
、
見
政
二
年
御
苑
、
三
年
」t
且
二
日
夜

し
た。サ
カ
ヰ
シ
ゲ
ヤ
ス

坂
井
篤
泰

泊
抑
制
宅
次
郎

・

佐
仲
。
椴
二
百
七
十
行
。
文
化
八
年
イ
一
且
』
H
九
日

包
心
し
て
自
殺
を
仕
的
じ
、
九
年
四
且
知
行
を
召
脱

さ
れ
て
十
人
扶
持
を
協
は
っ
た
。

サ
カ
ヰ
ジ
ユ
ア
ン

坂
井
就
安
小
細川
市
崎
の
H
K

男
で
、
十
七
似
の
時
坂
訓
下
総
の
附
義
干
と
な
り
、

氏
を
坂
升
と
改
め
た
。
初
め
則
胎
都
万
に
仕

へ
、
都

万
の
残
後
数
M
H
し
、
元
利
允
年
加
制
凶
に
来
b
、
前
凶

刺
常
に
仕
へ
て
二
刊
行
を
4
1
け
た
。
金
制
仰
の
印
川
の

ニ
水
を
一
統
に
訴
し
、
そ
の
巾
肋
に
町
を
建
て
L
河

原
町
と
し
た
の
も
亦
就
安
の
功
抑
制
で
あ
る
と
い
は
れ

る
。
流
氷
十
五
年
七
且
二
十
九
日間問。

サ
カ
イ
ジ
ユ
ア
ン
坂
井
就
安

初
代
就
安
の
子
。

治
知
二
刊
行
を
辿
ぎ
、
元
品開
八
年
間
担
。

ザ
カ
ヰ
タ
イ
ジ
ユ
ン
坂
井
泰
順
二
代
岡
山
杭
安

の
子
。
新
知
二
百
石
を
受
け
、
元
総
元
年
父
に
先
だ

っ
て
残
し
た
o
加
能
所
産
抽
出
草
考
の
『
告
が
あ
る
。

サ
カ
ヰ
ト
号
ナ
ホ
坂
井
友
直

辺

都
機
太
夫

・

茜
右
衛
門
。
亭
保
二
年
間
企
父
則
。
左
衛
門
直
侃
の
治
知

三
百
石
を
袈
ぎ
、
大
小
絡
に
列
し
.
台
所
奉
行
に
任

サ
ガ
リ
イ
シ

に
あ
る
部
務
。

ザ
カ
ヰ

酒
井

鹿
島
郡
酒
井
保
に
臨
ず
る
部
古
田
。

酒
井
の
名
は
、
羽
咋
郡
の
境
界
に
近
い
か
ら
境
の
訟

を
二
手
に
し
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
能
官
名
跡
芯
に
、

『
酒
井
村
は
二
村
に
な
り
、
永
光
寺
の
門
前
は
寺
酒

井
と
い
ふ
。
』
と
あ
っ
て
、
本
文
の
寺
酒
井
は
今
寺
窃

と
也
か
れ
る
。
酒
井
に
は
馬
場
椛
と
務
す
る
古
木
が

あ
っ
て
、
突
然
紀
念
物
に
指
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

ザ
カ
ヰ
イ
ツ
チ
ョ
ウ
坂
井
一

羽

J
ネ
ナ
Y
グ

サ
根
無
州
。

ザ
カ
ヰ
ガ
ハ

酒
井
川

鹿
島
郡
樹
到
の
東
南
山

中
か
ら
出
で
、
酒
井
を
経
て
邑
知
潟
に
入
る。

サ
カ
ヰ
カ
ン
リ
ュ
ウ

酒
井
覧
隆

凶

円

Mm
m野

健
宗
束
抵
淀
抽
出
寺
十
六
代
の
住
待
。
照
司
に
任
ぜ
ら

れ
、
そ
の
若
は
多
〈
誹
林
と
凶
せ
ら
れ
る
。
易
行
昂

蹄
林
・
一
枚
起
都
文
部
林
の
如
き
是
で
あ
る
。
明
治

九
年

一
且
二
十
七
日
寂
、
手
年
五
十
九
。
法
悦
不
滋

院
恕
制
。

サ
カ
ヰ
ゴ
ロ
ベ
エ
坂
井
五
郎
兵
衛

殴口氏
イ
九

年
前
回
利
治
に
仕
へ
、
二
百
石
を
領
し
て
御
服
組
に

班
し
た
。
そ
の
本
宗
は
六
代
佐
仲
茂
怒
に
歪
っ
て
、

文
化
九
年
知
行
を
召
航
さ
れ
た
。

サ
カ
ヰ
サ
ダ
ノ
ブ

酒
井
定
陳

辺
務
庄
兵
衛
、

又
少
兵
衛
に
作
る
。
勘
兵
衛
忠
久
の
子
。
定
隙
は
沼

町
・間
附
・
問
布
路
三
家
の
銃
術
を
受
け
て
精
妙
の
械

に
謹
し
、
後
一
一
献
を
建
て
た
。
今
悦
酒
升
統
と
潜
し

た
も
の
是
で
あ
る
。
元
利
四
年
前
田
利
滋
之
に
除
百

石
を
奥

へ
、
そ
の
小
訟
に
老
す
る
に
及
び
て
亦
之
に

従
ひ
、
逢
に
大
製
品
守
侯
前
悶
利
治
の
臣
と
な
っ
て
二

百
石
を
受
け
た
。
定
隙
致
仕
の
後
帖
旧
安
節
と
蹴

L
、

流
文
六
年
九
且
金
揮
に
夜
し
た
。
そ
の
長
子
七
兵
衛

は
大
翠
寺
に
、
次
子
三
之
佑
は
金
探
に
仕
へ
た
。

三
三
五


